
２０１２年度関西学生バスケットボールリーグ戦

34 - 12
18 - 24
21 - 14

Ｃ 20 - 29
Ａ コート

 

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 4 7 10 15 1 1 1 0 3 3 3 1 2 0
13 * 0 0 0 1 2 4 2 0 4 4 4 8 6 0
34 * 0 0 8 10 1 3 3 3 7 10 1 0 0 0
74 * 0 0 4 9 1 2 0 2 3 5 1 3 4 0
91 * 0 0 5 13 2 4 0 2 2 4 5 2 0 1
3 0 0 0 0 2 4 4 0 0 0 0 0 0 0 0
9 0 0 0 0 1 2 2 0 0 0 0 1 0 1 0
12 0 2 4 2 2 0 0 2 0 1 1 0 2 0 0
14 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
71 0 0 0 1 2 2 2 2 1 2 3 2 0 0 0
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1 * 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0
10 * 1 3 2 8 2 2 5 0 5 5 0 2 0 0
13 * 0 1 8 13 1 4 3 4 6 10 5 4 1 0
34 * 1 1 6 11 3 5 3 3 2 5 3 0 3 1
77 * 1 6 6 9 0 0 1 3 3 6 0 1 2 0
2 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 2 0 1 0
9 0 0 4 3 5 0 0 3 1 0 1 4 1 0 0
12 0 4 7 1 5 0 0 3 2 1 3 3 1 3 0
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２部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2012.09.23
甲南大学開始時間 14:30
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戦評
２部リーグ全勝の流通科学大学とオフェンス力に定評のある甲南大学との試合となった。序盤から勢いに乗った甲南
大が前半の点差を守りきり流科大を下す結果となった。第１ピリオド、甲南大#91中東のシュートから始まる。その後甲
南大は#0田中の３Pシュートを中心に点を重ね残り5分の時点で22-5とし、甲南大が大きくリードする。対する流科大
は攻め手がなく、ミスを連発したまらずタイムアウトを取る。しかし簡単には流れが変わらず甲南大が確実にシュートを
決め、22点差の34-12とリードを更に広げて第１ピリオド終了。第２ピリオド、流れを変えたい流科大は、ディフェンスを
オールコートマンツーマンに変えるも、甲南大はシュートを落とさず点差が詰まらない。しかし残3分になったところで
甲南大に疲れが見え始め、リバウンドを流科大が取り出す。流科大の#13小椋と#10古香の得点でなんとか喰らいつ
き、残り１分で甲南大がタイムアウトを取る。終了間際、流科大#12新宅が３Pシュートを決め52-36甲南大リードで第２
ピリオド終了。第３ピリオド、16点差をつけて折り返す甲南大の勢いは変わらず、#74山本のリバウンドシューﾄから始ま
る。しかし、残り７分を切ったところで流科大の連続得点を許し、甲南大がたまらずタイムアウト。タイムアウト後は一進
一退の攻防が繰り広げられる。ここで甲南大#34沖本の3連続得点、#0田中の３Ｐシュートで得点を重ねる。残り３分、
苦しい展開の流科大はタイムアウトを取り、流れをものにしようとする。だが点差を縮めることはできず73-50甲南大
リードで第３ピリオド終了。第４ピリオド、追いつきたい流科大は、#13小椋や#9南家の速攻で得点する。対する甲南
大も、#9大和のスティールや#13河内のアシストなど、ガード陣の活躍で点差を縮めることを許さない。残り5分を切っ
たところで、あとのない流３Ｐシュートを多く放つがそれでも前半のリードをひっくり返すことができず試合終了。終始
勢いに乗った甲南大が93-79で勝利を収めた。
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